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図書館を最も授業で利用してくれた 村中先生より  

いまの日本は、インターネットでだれでも情報を得ることができるようにな 

りました。しかし、私たちにとって必要なものが何なのか、それは信頼にた 

るものなのかの判断はむずかしくなっています。私は、学生のみなさんに、 

授業やゼミナールなどでレポートを課してきました。なかには、インターネット 

で調べたレポートもありますが、これでは大学での勉強としてふさわしくありません。 
        

問題があたえられたとき、図書館で本を調べることはたいへん時間がかかります。どの資料に書かれ

ているのかすぐにはわかりません。しかし、これが真の勉強であると私は考えています。必要とするも

のがどれに書かれているか探すことは、たくさんの本に目をとおすことになるため、けっきょく、知識

や考えは深まるのです。また、信頼性の高い知識というのは、専門家が書いた本であることはまちがい

ありません。 
 

卒業する 4 年生のみなさんは、これから社会に出て、さまざまな背景をもつ人々とかかわりをもちな

がら生きていかなければなりません。図書館はゆたかな生活を送るために役立つ資料の宝庫です。たく

さん読み、くわしく調べ、すぐれた知恵をみにつけてほしいと私はねがっています。 

               図書館だより 
 

    卒業生に向けて         図書館館長 佐々木  香     
 

長く厳しかった冬も峠を越して、ようやく春の気配が感じられるようになりました。 

卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

みなさんは、この大学で過ごした 4 年間で、図書館に訪れたのは何回くらいだった 

でしょうか？去年、あるビジネス雑誌で、学生が大学４年間で読む本の数は、日本は 100 冊、 

アメリカは４００冊と書いてありました。みなさんがここで、一冊でも多く心に残る本との出会 

いがあったなら、とてもうれしく思います。 

      仕事につくと、毎日が楽しいことだけとは限りません。つらいことの方が多くて心が折れそう 

になるかもしれません。そんなとき、自分だけの、元気をもらえる本を、お気に入りのカバーを 

かけていつも鞄の中に入れて持ち歩くというのはいかがでしょうか。 

卒業しても、たくさんの本を通じて、自分磨きをしてください。 

ノースアジア大学の図書館は、いつでも卒業生のみなさんの訪問を歓迎いたします。  
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課題を通して学生が感じたことは 

私は大学に入学するまで本を読むことは好きではありませんでした。大学に入学して、 

私の考えをかえたのは『大学は何を学ぶか』という本です。この本には、大学は考える力 

を身につけるところであり、また、さまざまな考えを持つ人たちとかかわるところでもあると書 

かれていました。多くの人から多くのことを学ぶうちに、人の心理にかんする本を手にとって読む

ようになりました。 

大学では、いくつもの授業でレポートの提出が求められました。また、調べた内容を発表す

る機会もあります。そのとき、本は役立ちました。インターネットは便利ですがあまりくわし

く書かれていません。本に書かれていることはくわしく信憑性があると思いました。 

   

本は自分に今までなかった知識や考えをおしえてくれるばかりか、これから自分が生きてい

く生活の糧となり、視野をひろげてくれます。本をよりよく読み、ゆたかな生活にしていきた

いと思っています。 

図書館で学ん

でほしいこと 

経済学部准教授 

村 中 孝 司 

図書館から学

んだこと 

経済学部  

大野美裕紀
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《利 用 案 内》 

●開館時間  月 ～ 金  午前８時３０分～午後５時１０分 

※休館日（土・祝日、創立記念日４月２６日） 

●貸出期間  ２ 週 間  ※長期貸出期間（夏季・冬季・春季）有り 

●貸出冊数  ３冊 ま で  ※卒論貸出・長期貸出５冊まで 

ノースアジア大学附属図書館 
〒010-8515 秋田市下北手桜字守沢４６－１   

TEL018-836-2407  E-mail naulib@nau.ac.jp   

                             図書館企画 

    定期購読誌紹介           公共心を育てよう！     
 
  
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Hotto ひと息           図書館からのお知らせ   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 

先日親しらずを抜きました。 

後から気になって、親知らずの語源を調べてみた

のですが、様々な説がありました。 

 中でも、「１８～２０歳前後、親元を離れる頃に生

え、親が生え始めを知らないために親知らずという

名がついた」というのが有力な語源のようです。 

 また親知らずが生えたら、痛みはなくとも歯医者

へ行き点検をすることは重要です。 

 親元を離れる人も、離れない人 

も一度、社会へ出る前に親知らず 

の点検をしてみてはいかがですか。 

あなたの歯は、大丈夫ですか？ 

 

みなさん 
歯は大事にしましょう！ 

図書館２階閲覧室にて、在校生を対 

象とした、「公共心を育てよう！」の図 

書館企画展示を行いました。ご覧いた 

だけたでしょうか。 

本学は、公務員試験対策に力を入れ 

ております。 

その公務員試験対策として、公務員 

として第一に求められる「公共心」を育 

成することが必要であると考えました。 

経済学はモラル・サイエンスであり、その啓蒙書

を初学年の段階で読み、「公共心」の育成につなげ

ることを目的とした企画でした。 

卒業される皆様、「公共心」について考えた時が

ありますか。公務員に就く就かないに限らず、今一

度「公共心」と向き合ってはいかがですか。 

第２回目 

   栄養と料理 
(女子栄養大学出版部) 

 
  今回紹介する雑誌は、女子栄養大学が出版

する『栄養と料理』です。 

   この雑誌は月ごとの特集に応じた料理やレ 

シピを数多く紹介しています。 

   今月は薬まかせにしない血圧メンテナンスと 

題し、高血圧予防のためのレシピを多く公開し 

ています。 

   これからの新生活で栄養バランスを崩してし 

まったら、この雑誌を読んで自分の食生活を見 

直しましょう。 

卒業生の皆さんご卒業おめでとう

ございます。 

大学生活は楽しかったでしょうか？

やり忘れたことはありませんか？ 

 もし図書館に本を借りたままの人は必ず返しましょ

う！ 

また、大学を卒業した後も図書館をご利用できます。 

 本を読みたいときや静かに勉強をしたいときはいつ

でも図書館を利用してください。(利用の際は初回だ

け身分証明書が必要になります。) 

 ぜひ図書館に遊びにきてください！ 

 

 


